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ごあいさつ

東洋大学OB会 銚子 白山会

会 長  金 子 芳 則

銚子自山会創立30周年おめでとうございます。

ここまで歩んで来られたのは会員の皆様の銚子白山会への熱い思いが伝わり続

けてきたからです。

1995年 7月 1日 、深澤照豊様を会長に設立総会が開催され、時には母校の教授

や地元の経営者をゲストに迎え、工夫を凝らした懇談会を続けてまいりました。

私は深澤先輩から2011年に会長を引き継いで活動してまいりましたが、気づい

たら30年でした。そして銚子自山会が継続発展していくため、どんな時代背景であ

っても青春時代を東洋人学で過ごしたというお仲間を一人でも多く会員として増や

すことにあります。

いろいろな人生を歩んでいる会員皆様のキャリアを尊重して、学び合い、思いつい

た事を話し合い、みんなが楽しめる愉快な集いを続けてまいりたいと考えまづЪ

Q′
気

:

創立30周年記念事業実行委員長

本谷和弘

気づけば30年。あの設立総会が、今も懐かしく思い出されます。

この節目の企画に携われることを、心から感謝するとともに、大きな誇りに感じてお

ります。銚子でつながる東洋大学のご縁を次の世代へと受け継いでいけるよう、さ

さやかながら力を尽くしてまいります。
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地域再生マネージャー
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東洋大学OB会 銚子白山会

それぞれのキヤリアを

尊重し含い

価値観を共有できる

1 楽ししヽ集しヽです !

地域ボランテイア活動への
|`

参鯉もいいですね l

学び含い、

話し合い、

感謝し含える

大切な場です。
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東洋大学OB会 銚子白山会

会員相互の理解を深め、会員相互の親睦と母校並びに

同校友会の発展と、地域の文化の向上に寄与することを

目的とします。

親睦会および地域の文化の向上に寄与する事業。

東洋大学並びに東洋大学短期大学の卒業者で、

銚子市在住もしくは勤務先が銚子市内にある方。
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多部口憲―

平野恭男

攀

岡 靖エ

深澤隆生

栄枯盛衰 の世の中で、学友の英知を集結して30年にわたり銚子 白山会が

続 けられたことは感慨深いものがあります。

今回、設立メンバーから次世代へ引き継ぐことができることも喜ばしい事です。

物故の仲間入りまで、亜細亜の魂を声高らかに歌い続 けましょう。

大学OB会の自山会は親睦中心の小中高の同窓会とは少し違い先輩、後

輩の組織でも有ります。

私は色々な団体で、例えば街づくりの組織や、PTAであるいは会社関係の

団体などで、先輩の皆さんにはお世話になり色々とご指導いただきました。

自山会に入っていたからだと思っています。

感謝しております。

平成7年に銚子自山会を設立するということで、会員になりましたが、地域

のOBとの交流も増え自分にとって、良い機会となりました。

30年続けることは非常に大変であり、かつ多くの方を招いて記念講演会

を開催することができ、諸先輩の方々の努力に感謝します。

これからも、多くの会員が集い、銚子自山会が発展することを願います。

東洋大学卒業の父、兄、義姉、私と4人で設立総会に参加し30年が経ちま

した。

当時の集合写真を見ますと当然ながら皆さんとても若い !髪 は、黒々、おで

こも狭い !各 々の青春を同じ大学で過ごし勉学に励んだ価値観を共有でき

る場を作って下さった先輩方に改めて感謝申し上げますと共に30周年記

念総会の準備をされた皆様にも御礼申し上げます。

なかなかお役に立ちませんが、本会の益々の発展に微力乍らお手伝いして

参ります。

東洋大OB会銚子自山会創立30周年おめでとうございます。

この節目に、副会長として会の運営に携われて、大変光栄に思います。

私も本校を卒業してから、30年経過したので、これからも自由会と共に歩

んで行きたいと思います。

吉口勇―郎

創立 30周年記念事業実行委員
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